
今月の表紙 平成30年津別町成人式 ～式典を終えて新成人と来賓の方々が笑顔で記念撮影～

まちの話題 平成30年津別町成人式を開催 38人が新たに大人の仲間入り

防災・防火への使命を胸に 津別消防署と消防団が合同出初式

温故知新

理容師として58年

豊永 廣岡壽幸 さん

特 集 平成28年度決算 津別のまちの家計簿



皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
平
成

年
度
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
お
知

28

ら
せ
し
ま
す
。

津
別
の
ま
ち
の
家
計
簿

平
成

年
度
決
算

28

■地方交付税

地方公共団体間の財源不均衡是

正を目的に、国税の所得税、法

人税、消費税、酒税など、それ

ぞれ一定割合の額を国から交付

されるお金。

■国・道支出金

町で行う特定の事業に対して、

国または道から交付される負担

金、委託金、補助金。

■町債

町が事業を行うために借りたお

金のほか、地方交付税減による

財源不足を補うため措置された

臨時財政対策債が含まれる。

■町税

町民税や固定資産税、軽自動車

税、たばこ税、入湯税など。

■繰入金

目的の事業を行うための財源及

び財源不足を補う目的で、町の

貯金である基金を取り崩して一

般会計に入れたお金。

平
成

年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、

億
3
1

28

61

8
0
万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
７
・
7
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
庫
支
出
金
、
町
債

等
の
増
が
、
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
を
見
る
と
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
最
も
大

き
な
財
源
に
な
っ
て
お
り
、
平
成

年
度
で
は

28

億
8
7
7
3
万
円
で
歳
入
全
体
の

・
5
％

27

45

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
や

地
方
譲
与
税
等
の
交
付
金
、
財
源
不
足
を
補
う

た
め
に
措
置
さ
れ
た
町
債
を
合
わ
せ
た
依
存

財
源
は

・
4
％
に
な
り
ま
す
。

75

残
り
の

・
6
％
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
納

24

付
し
て
い
る
町
税
等
の
自
主
財
源
で
す
。
町

税
の
総
額
は
6
億
3
7
３
万
円
で
、
一
人
当
た

り

万
3
4
6
2
円
の
納
付
額
に
な
っ
て
お

12
り
ま
す
。
一
般
会
計
の
決
算
で
は
、
基
金
か
ら

3
億
1
9
3
4
万
円
を
取
り
崩
し
、
歳
入
の
不

足
分
を
補
い
ま
し
た
。

歳
出
の
最
終
決
算
額
は
、

億
8
0
8
0
万

59

円
で
対
前
年
比
8
・
6
％
の
増
と
な
り
ま
し
た

（
3
ペ
ー
ジ
・
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

総
務
費
は
、
総
務
管
理
費
及
び
地
域
振
興
費

等
の
減
に
よ
り
1
億
4
7
2
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
は
、
社
会
福
祉
費
及
び
児
童
福
祉
費

の
増
に
よ
り
5
2
5
1
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

土
木
費
は
、
住
宅
費
等
の
増
に
よ
り
4
億
7

3
1
1
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
の
項
目
に
あ
る
公
債
費
と
は
、

町
が
事
業
を
行
っ
た
と
き
に
借
り
た
お
金
の

償
還
額
で
す
。
歳
出
の
7
・
6
％
と
負
担
割
合

が
大
き
い
状
況
で
す
が
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク
は

過
ぎ
て
い
る
た
め
、
毎
年
下
降
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

※

対
前
年
比
が
大
き
い
項
目
を
中
心
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
・
歳
入

一
般
会
計
・
歳
出

प 入Ȫ๊֚会ࠗȫ

総額 61億3,180万円
町民一人あたりの町税の納付額 123,462円

（平成29年3月31日現在 人口4,890人）

地方交付税

27億8,773万円

（45.5％）

自主財源
24.6％

依存財源

75.4％

国・道支出金

8億9,773万円

（14.6%）

町 債
7億3,970万円
（12.1％）

町 税
6億373万円
（9.8%）

グラフ １

その他

1億9,791万円

（3.2％）

地方譲与税、

地方消費税交付金、

自動車取得税交付金、

地方特例交付金など

分担金その他
3億1,559万円
（5.2%）
分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入、寄附金

繰入金 3億1,934万円（5.2%）

諸収入 8,064万円（1.3%）

繰越金 1億8,943万円（3.1%）

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
・
介
護
保
険

事
業
・
下
水
道
事
業
・
簡
易
水
道
事
業
の
５
事

業
会
計
と
、
企
業
会
計
で
あ
る
上
水
道
事
業
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
（
表
１
・
２
参
照
）
。

各
会
計
と
も
健
全
財
政
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
不
足
分
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
上

水
道
事
業
を
除
く
５
事
業
会
計
に
、
法
定
繰
り

出
し
を
含
め
て
5
億
1
0
7
5
万
円
が
繰
り

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
の
性
質
別
内
訳
は
表
３
参
照
。

特
別
・
企
業
会
計

■総務費

給与費、財政調整基金積立金、地域振興基金積

立金等の減により対前年比７.0％の減。

■民生費

国民健康保険事業特別会計繰出金、子ども・子

育て支援事業等の増により対前年比5.3％の増。

■土木費

町営住宅等建設整備事業等の増により対前年比

96.8％の増。

■衛生費

地域医療維持助成事業、一般廃棄物最終処分場

管理経費等の増により対前年比7.7％の増。

■教育費

小学校施設整備事業、多目的運動公園整備事業

等の減により対前年比5.4％の減。

■農林業費

鳥獣被害防止総合対策事業の減により対前年比

4.5％の減。

■消防費

事務組合負担金の増により対前年比8.9％の増。

■災害復旧費

公共土木施設及び農林業施設等の災害復旧費が

皆増。

प 出Ȫ๊֚会ࠗȫ

総額 59億8,080万円
町民一人あたりの経費 1,223,067円

（平成29年3月31日現在 人口4,890人）

農農林業農林業費費
3億5,984万3億5,984万円円

（6.0%）
総務費

13億9,699万円

（23.3％）

衛生費

6億6,738万円

（11.2%）

グラフ ２

土木費

9億6,194万円

（16.1%）

債費࢖
4億5,331万円

（7.6%）
教育費

5億4,350万円

（9.1%）
民生費

10億5,160万円

（17.6%）

労働費 103万円（0.0%）

議会費 6,735万円（1.1%）

災害復旧費 9,152万円（1.5%）
商工費 9,351万円（1.6%）

消防費

2億9,283万円（4.9%）



平成28年度決算

平成28年度 まちの主な事業成果
津別町・二水郷中学生交流事業 193万円

平成２４年１０月

に津別町と友好都

市提携を結んでい

る台湾二水郷の中

学生と交流するた

め、津別中学校の

生徒６名と引率者

３名が台湾を訪問

し、異国における生活体験や異文化に触れました。

地域医療維持助成事業 1億4,000万円

町内唯一の

医療機関であ

る津別病院に

対して、救急

診療を含めた

医療体制や医

療水準の確保

に要する経費の一部を補助し、地域の安定した医療

環境の維持につながるよう支援しています。

町営住宅等建設整備事業 5億3,667万円

公営住宅、

地域優良賃

貸住宅の合

計 ４ 棟１６

戸および熱

供給施設か

ら構成される「西町団地」を建設しました。

熱供給施設の暖房設備には、木質バイオマスボイ

ラーを使用し、全戸に熱を供給しています。

小学校施設整備事業 1,469万円

図書室を旧職員室

に移設し、特別支援

教室に内部改修しま

した。

支援が必要な児童

の増加に対して対応

が図られ、普通教室で

の交流活動も２階フ

ロアに集約されスムーズに行えるようになりました。

ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画

素
案
作
成
へ

月

日
の
定
例
議
会
に
お
い

12

20

て
、
町
は
複
合
庁
舎
建
設
に
関
し

て
、
役
場
機
能
と
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

合
築
と
し
、
他
の
民
間
事
業
者
と

は
一
つ
屋
根
の
下
と
は
せ
ず
に
進

め
る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
各
懇
談
会
で
反

対
の
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、

整
備
手
法
に
よ
っ
て
は
地
方
自
治

法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
新
た
な
計
画
素

案
を
現
在
作
成
中
で
す
が
、
ま
ち

な
か
再
生
協
議
会
や
複
合
庁
舎
建

設
等
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
意
見

を
頂
い
た
後
、
町
民
の
皆
様
へ
提

示
い
た
し
ま
す
。
そ
の
時
期
に
つ

き
ま
し
て
は
先
月
号
で
2
月
中
旬

頃
と
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
が
、

具
体
的
な
日
程
は
未
定
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
総
括

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

募
集

平
成

年
度
末
に
設
立
を
目
指

30

す
、（
仮
称
）
津
別
ま
ち
づ
く
り
会

社
を
主
導
し
て
い
く
総
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
町
内
外
か
ら
募
集
し
ま

す
。
募
集
期
間
は
3
月
2
日
ま
で

と
し
、
募
集
要
項
な
ど
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
留
ま
ら
ず
、
複

数
の
求
人
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て

お
り
閲
覧
が
可
能
で
す
。

選
考
は
第
３
次
ま
で
あ
り
、
第

２
次
以
降
は
実
際
に
津
別
町
内
を

巡
察
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）、
公

開
審
査
会
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
着
任
は
7
月
頃
を
想
定

し
て
い
ま
す
が
、
着
任
後
は
会
社

の
目
指
す
地
域
資
源
を
活
か
し
た

「
稼
ぐ
町
」
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の

事
業
計
画
の
策
定
や
、
公
共
に
頼

ら
な
い
資
金
調
達
な
ど
、
町
の
賑

わ
い
創
出
に
関
連
す
る
難
し
い
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

空
き
家
利
活
用
で

人
と
人
が
繋
が
る
場
所
を

エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
2
月

日
に

21

開
催
す
る
第
７
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
、
人
と
人
が
繋
が
る
場
（
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
）
を
実
際
に
運
営
す
る
人

を
選
出
す
る
予
定
で
す
。

運
営
す
る
施
設
は
、
空
き
家
等

を
利
活
用
し
た
民
設
民
営
で
す
が
、

町
内
で
は
初
の
試
み
で
あ
り
、
公

益
に
資
す
る
事
業
も
展
開
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
先
行

的
）
事
業
と
し
て
町
と
し
て
も
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
改
修
も
自
分
た

ち
で
行
う
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
を
基
本

と
し
、
誰
で
も
参
加
可
能
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
基
本
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

再
エ
ネ
利
活
用
の

調
査
検
討
状
況
に
つ
い
て

町
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
活
用
は
、
豊
富
な
森
林
資

源
を
背
景
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

活
用
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
そ
の
資
源
量
調
査
と
複

合
庁
舎
等
関
連
施
設
へ
の
熱
電
供

給
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
な
ど
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
報
告
も
兼
ね
て
、

役
場
産
業
振
興
課
、
林
政
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ
ル
ー
プ
が

担
当
し
て
い
ま
す
「
再
エ
ネ
勉
強

会
」
が
２
月

日
（
月
）
※
に
開

19

催
さ
れ
ま
す
。

※
広
報
１
月
号
に
は
2
月

日
15

（
木
）
開
催
と
掲
載
し
て
お
り
ま
し

た
が
訂
正
い
た
し
ま
す
。

人人
を
呼
び
込
む
の

人
を
呼
び
込
む
の
はは

「
ひ
と

「
ひ
と
」」

小
さ
い
な
が
ら
も
キ
ラ

小
さ
い
な
が
ら
も
キ
ラ
リリ
とと

「
輝
く
町
」
に
は
、
必
ず
事
業

「
輝
く
町
」
に
は
、
必
ず
事
業
のの

仕
掛
け
人
と
な
る
キ
ー
パ
ー

仕
掛
け
人
と
な
る
キ
ー
パ
ー
ソソ

ン
（
鍵
と
な
る
人
物
）
が
い
ま
す

ン
（
鍵
と
な
る
人
物
）
が
い
ま
す
。。

し
か
も
近
年
で
は
、
そ
の
多

し
か
も
近
年
で
は
、
そ
の
多
くく

は
民
間
の
人
で
あ
る
こ
と
が

は
民
間
の
人
で
あ
る
こ
と
が
顕顕

著
と
な
っ
て
い
ま
す

著
と
な
っ
て
い
ま
す
。。

人
（
観
光
客
・
移
住
者
・

人
（
観
光
客
・
移
住
者
・
買買

物
客
な
ど
）
を
呼
ぶ
た
め
に
は

物
客
な
ど
）
を
呼
ぶ
た
め
に
は
、、

そ
の
町
に
魅
力
的
な
事
業
が

そ
の
町
に
魅
力
的
な
事
業
が
展展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
条条

件
で
、
特
に
「
稼
ぐ
」
と
い

件
で
、
特
に
「
稼
ぐ
」
と
い
うう

分
野
で
は
公
共
が
主
体
と
な

分
野
で
は
公
共
が
主
体
と
な
っっ

て
成
功
し
た
事
例
は
非
常
に

て
成
功
し
た
事
例
は
非
常
に
稀稀

有
で
す

有
で
す
。。

津
別
町
で
は
ま
ち
を
元
気

津
別
町
で
は
ま
ち
を
元
気
にに

す
る
水
先
案
内
人
を
見
つ
け

す
る
水
先
案
内
人
を
見
つ
け
、、

育
て
、
支
援
す
る
取
組
み
を

育
て
、
支
援
す
る
取
組
み
を
加加

速
さ
せ
ま
す

速
さ
せ
ま
す
。。

団
体
向
け
出
張
説
明
会

の
資
料
を
更
新
中
で
す

複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な

か
再
生
基
本
計
画
を
は
じ
め
、

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
団
体
向
け
出
張
説
明

会
は
、
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
の
資
料
を
基
に
し
た

説
明
に
な
り
ま
す
。
資
料
更

新
ま
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
願

い
ま
す
。

問い合わせ先 住民企画課 地方創生推進グループ 緯76－2151（内線２４１） e-mail：tsubetsu.sousei@gmail.com
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▲11月に開催した「勉強会」の様子

▲

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
役
割
イ
メ
ー
ジ
図

まちなか再生事業 20万円ほか

まちなか再生協議

会の会議およびシン

ポジウムを開催し、

前年度の取り組みを

より深堀りして協議

を進めました。

また、筑波大学との共同研究では、ゼミ合宿にお

ける研究活動、町民ワークショップ及び津別高校生

との高大連携ワークショップ等に取り組んでいた

だきました。

この取り組みは現在策定中の「複合庁舎建設等ま

ちなか再生基本計画」や地方創生事業の取り組みに

反映させていただきました。

町有林整備事業 4,643万円

津別町森林施業計

画に基づき、植林6.05

佐、下刈22.61佐、間

伐45.25佐、森林保護

剤散布481.65佐等を

実施し、森林資源の保

全を行いました。

空き家等撤去促進事業 988万円

全国的にも空き家の

増加が深刻な問題と

なっている中で、良好

な生活環境を守る取り

組みとして、２０件の空

き家撤去工事費に対す

る補助を行いました。

町民テニスコート施設整備事業 4,561万円

町民テニスコー

トの整備及びネッ

トフェンス改修工

事を行いました。

一部のコートを

オムニ（人工芝）

コートにしたこと

により水はけが良

く、雨の多い時期にも使用できるようになりました。



問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線215）

平
成

年
津
別
町
成
人
式
が
、
１
月
７
日
、
中
央

30

公
民
館
で
執
り
行
わ
れ
、

人
が
新
た
に
大
人
の
仲

38

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
宮
管
玲
教
育
長
が
式
辞
を
述
べ
、
続
い

て
佐
藤
多
一
町
長
、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
ら
来
賓

の
方
々
か
ら
新
成
人
に
向
け
て
温
か
い
祝
辞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
新
成
人
が
松
本
和
也

さ
ん
の
リ
ー
ド
で
町
民
憲
章
を
朗
唱
。
稲
部
桜
さ
ん

が
、
大
人
と
し
て
の
決
意
を
込
め
て
成
人
の
誓
い
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。

北
見
室
内
管
弦
楽
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、

中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ

り
、
出
席
者
の
思
い
出
に
残
る
式
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
５
日
、
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
津
別

消
防
署
と
津
別
消
防
団
に
よ
る
合
同
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

消
防
庁
舎
前
で
の
開
会
式
に
続
い
て
、
消
防
団

員
が
、
消
防
車
、
救
急
車
な
ど
の
車
両
を
伴
い
役

場
庁
舎
前
を
堂
々
と
観
閲
行
進
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
町

民
会
館
で
功
労

者
、
永
年
勤
続

者
に
対
す
る
表

彰
状
の
伝
達
式

が
執
り
行
わ
れ
、

式
に
臨
ん
だ
消

防
署
員
・
団
員

た
ち
は
、
火
事

や
災
害
か
ら
地

域
を
守
る
決
意

を
新
た
に
し
ま

し
た
。

平
成

年
津
別
町
成
人
式
を
開
催

30
人
が
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り

38

防
災
・
防
火
へ
の
使
命
を
胸
に

津
別
消
防
署
と
消
防
団
が
合
同
出
初
式

▲町民憲章を朗唱する新成人のみなさん

正
月
恒
例
の
第

回
新
春
席
書

51

大
会
（
主
催

津
別
町
商
工
会
青
年

部
）
が
、
１
月
５
日
、
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
し
た
町
内
の
小
中

学
生
は
、「
こ
い
ぬ
」「
ひ
ろ
い
空
」

「
美
し
い
心
」「
平
成
の
春
」「
大
自

然
の
美
」
な
ど
学
年
別
に
定
め
ら
れ

た
課
題
の
書
に
取
り
組
み
、
手
本
を

見
な
が
ら
伸
び
や
か
に
筆
を
運
び

ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
審
査
会
で

金
賞
、
銀
賞
、
特
別
賞
な
ど
が
選
ば

れ
、
入
賞
作
品
は
、
網
走
信
金
津
別

支
店
、
北
見
信
金
津
別
支
店
、
津
別

郵
便
局
、
中
央
公
民
館
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

新
年
へ
の
思
い
を
込
め
て

新
春
席
書
大
会
開
催

▲

観
閲
行
進
の
様
子

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
消
火

活
動
に
必
要
な
水
を
消
防
車
両

に
供
給
す
る
た
め
に
備
え
ら
れ

た
重
要
な
消
防
施
設
で
す
。

消
防
署
で
は
、
冬
期
間
職
員
と

団
員
で
町
内
を
回
り
除
雪
作
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
付
近

住
民
の
ご
協
力
に
よ
り
、
消
防
施

設
が
除
雪
さ
れ
て
い
る
箇
所
が

多
数
あ
り
ま
す
。

付
近
住
民
の
皆
様
に
は
、
消
防

業
務
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
消
防
職
員
、
団
員
一
同

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

〈
津
別
消
防
署
・
津
別
消
防
団
〉

消
火
栓
、防
火
水
槽
の
除
雪
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「男の料理教室」季節感のある献立に挑戦します！

日 時 2月28日（水）午前10時～〈献立〉ちらし寿司、他

3月7日（水）午前10時～〈献立〉三色ぼたもちちち、他、他

会 場 町民会館

対象者 町内にお住いの60歳以上の男性の方方

講 師 津別町役場 管理栄養士 土井ゆかりさん

参加費（材料費）1回300円 申込期日各回の1週間前まで

津別町唯一の新聞『津別新報』に密着!!
現在インターネットで公開中！ 町のHPをご覧ください

津別町の大きなニュースから、ペットの話題まで幅広く紹介する、

町内で唯一のローカル新聞『津別新報』。毎週発行（月に4回発行）を続け、今年で創刊63年を迎えます。唯

一の記者で社長でもある相澤さんに密着しました。津別町で生まれ育った記者の相澤さんが、何を思い、何を

感じ取材しているのか？ その思いに迫ります。どうぞご覧ください。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!!詳しくは役場住民企画課まで》

この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月1回）することで、

町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふるさと納税の拡大

を図り、町づくりの記録を残すことで、10年後20年後の町民への財産

とします。完成した映像は、町のWebサイトに埋め込まれる他、道東テ

レビでも公開いたします。

※この番組は、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

ĳı日࠮ྀ
ごͧࢵ新

ల

ٝ
Ĳı

《社協事業のお知らせ》
社会福祉協議会では、2月～3月に下記の行事を実施いたします。

申し込みは津別町社会福祉協議会（佐藤）まで 緯76－1161

「長寿者夫婦の集い」会食などを楽しみましょう！

日 時 2月１４日（水）午前１１時～ 会 場 町民会館

対象者 町内に夫婦のみでお住いの世帯で、

年齢合計140歳以上になる方々。

内 容 会食・余興（大正琴発表など）、

警察官による防犯講話等

参加費 ご夫婦で1,000円 申込期日2月9日（金）まで

早
い
も
の
で
津
別
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
な
っ
て
丸
2
年

が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
協

力
隊
任
期
は
3
年
間
な
の
で
、

残
す
と
こ
ろ
あ
と
1
年
と
な
り

ま
し
た
。

津
別
町
協
力
隊
の
先
輩
に
は
、

ト
ラ
ッ
ク
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の

移
動
販
売
「
山
輔
」
を
営
ま
れ

て
い
る
福
士
さ
ん
ご
夫
妻
や
相

生
の
豆
腐
の
味
を
守
り
な
が
ら
、

子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
ハ

ス
オ
ー
ラ
さ
ん
（
ご
出
産
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）
な
ど
、

協
力
隊
卒
業
後
も
引
き
続
き
津

別
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

い
ま
津
別
町
役
場
は
、
新
し

い
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
む

べ
く
「
道
東
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
活
汲
エ
リ
ア
で
は
山
上

木
工
さ
ん
主
催
の「
ツ
ク
ー
ル
」

と
い
う
廃
校
舎
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
も
の
づ
く
り
の
場

が
、
春
か
ら
開
か
れ
る
よ
う
で

す
。つ

べ
つ
西
洋
軒
さ
ん
や
河
本

農
場
さ
ん
は
、「
北
海
道
津
別

ラ
ー
メ
ン
」
や
「
朱
乃
一
振
」

な
ど
、
津
別
の
名
産
品
を
作
り

上
げ
、
精
力
的
に
津
別
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

「
津
別
町
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と

い
う
純
粋
な
郷
土
愛
の
も
と
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

私
は
卒
業
後
も
津
別
町
で
暮

ら
す
予
定
で
い
ま
す
。
ど
ん
な

形
で
自
立
し
て
い
く
の
か
は
ま

だ
未
定
で
す
が
、
最
後
の
1
年

を
有
効
に
使
っ
て
、
微
力
な
が

ら
み
な
さ
ま
の
「
郷
土
愛
」
を

形
に
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

長
い
冬
の
間
に

自
分
の
未
来
を
描
く

NEOFOLKプロデューサー。東
京生まれ。相生にて里山暮らし
を満喫中。

田畑久美田畑久美子子

職職員がレポ職員がレポーー
ターに挑ターに挑戦戦



まだまだ寒い日が続きます。

からだを温める食材は生姜が

知られていますが、ほかに、か

らだを温める食材は、色の濃い

食材、北方産の食材や冬野菜、水分の少ない食材、血

液をさらさらにすると言われているお茶や魚、海藻、

ねぎ、きのこ、納豆などです。

夏野菜でからだを冷やさないためには、加熱調理

して食べましょう。

〔免疫を上げるためにはたんぱく質を食べましょう〕

たんぱく質の代謝に必要なビタミンB群はレバー

や魚、卵、納豆などに多く含まれていますので、たん

ぱく質とビタミンB群を同時にとることができます。

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
に
勤
め
て
１
年
目
の

櫛
引
逸
斗
さ
ん
。
総
務
部
管
理
課
に

所
属
し
、
主
に
経
理
事
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

津
別
高
校
で
は
弓
道
部
で
活
躍
し
、

部
長
と
し
て
部
員
を
引
っ
張
り
ま
し

た
。
３
年
間
の
弓
道
の
経
験
は
、
礼
儀

を
身
に
つ
け
た
り
集
中
力
を
養
う
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。

就
職
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
Ｊ
Ａ
つ
べ

つ
を
志
望
し
ま
し
た
。

今
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
仕
事
を
覚
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、「
職
場
の
先

輩
や
上
司
の
方
が
優
し
く
、
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
給
料
計
算

な
ど
も
担
当
し
て
い
る
の
で
、
ケ
ア
レ

ス
ミ
ス
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
仕
事
を
し
っ
か
り

覚
え
、
何
ご
と
も
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

職
員
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
」
と
、

抱
負
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
で
、
様
々
な
楽
器

の
演
奏
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
そ
う
で
す
。

仕
事
を
し
っ
か
り
と
覚
え
た
い

櫛
引

逸
斗

さ
ん

くしびき はやとさん／平成９年９月生まれ、ＪＡつ

べつ勤務

からだを温める食事

野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜は三つ葉でし

た。今月の野菜は、ある野菜を干したものです。干す

ことで凝縮する栄養素は食物繊維やカリウムです。

煮物料理に使われることが多いこの野菜は？

交通事故被害世帯の皆さんに次のような援護制

度がありますので、ご利用ください。

【交通遺児等育成資金貸付（無利子）】

対 象 自動車（バイク含む）事故により保護者の方

が亡くなられたり、重い後遺障害を残すことに

なったご家庭のお子様で、０歳から中学卒業まで

貸付金額 一人につき最初一時金15万５千円、以後

月 額２万円又は１万円（選択制）、小・中学校入学時

に 入学支度金４万４千円

返還方法 貸付終了後、原則として20年以内の月々

均 等払い（高校、大学等に在学中は返還猶予が可能）

【重度後遺障害者介護料支給】

対 象 自動車（バイク含む）事故により、脳、脊髄、ま

たは胸腹部臓器に損傷を受け、常時または随時の介

護を必要とする方で一定の要件に該当する方

支給額 月額29,290円～136,880円の範囲

注 意 介護保険サービス等との併用はできません

申し込み・問い合わせ先

独立行政法人 自動車事故対策機構 旭川支所

緯0166－40－0111

交通事故の援護制度について

「
手
に
職
を
つ
け
る
の
が
良
い
と
い

う
親
の
勧
め
で
、
理
容
師
の
道
に
進

み
ま
し
た
。
自
分
で
は
手
先
が
器
用

な
方
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
気
が
つ
い
た
ら
こ
の
仕
事
ひ
と

筋
で
す
」と
に
こ
や
か
に
話
す
廣
岡
壽

幸
さ
ん
。

年
近
く
に
わ
た
り
理
容

60

師
、
店
主
と
し
て
働
き
、
今
も
ご
夫
婦

で
ま
ち
の
理
容
店
を
守
っ
て
い
ま
す
。

津
別
町
生
ま
れ
の
廣
岡
さ
ん
は
、

中
学
校
を
卒
業
す
る
と
大
通
に
あ
っ

た
勝
田
理
容
店
に
住
み
込
み
で
働
き

始
め
ま
す
。
昭
和

年
代
半
ば
の
津

30

別
は
人
口
が
１
万
６
千
人
を
超
え
、

街
の
賑
わ
い
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時

期
で
し
た
。
修
行
時
代
は
朝
早
く
か

ら
炭
火
で
の
湯
沸
し
な
ど
、
開
店
の

準
備
を
し
、
営
業
時
間
中
は
親
方
の

助
手
と
し
て
店
内
を
走
り
回
り
ま
し

た
。「
当
時
は
一
日
中
お
客
さ
ん
が
途

切
れ
る
こ
と
が
な
く
、
立
ち
仕
事
で

休
む
暇
が
な
い
の
が
辛
か
っ
た
で
す
」

と
若
き
日
を
振
り
返
り
ま
す
。

店
で
技
術
を
習
得
し
な
が
ら
、
通

信
教
育
で
理
容
師
免
許
を
取
得
し
た

廣
岡
さ
ん
は
、
そ
の
後
、
北
見
な
ど
の

理
容
店
勤
務
を
経
て
、
昭
和

年
、
豊

44

永
に
「
理
容
広
岡
」
を
開
店
し
ま
す
。

奥
さ
ん
の
久
子
さ
ん
も
理
容
師
で
、

修
行
時
代
に
理
容
学
校
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
で
旭
川
に
行
っ
た
際
、
同
期
生

の
紹
介
で
知
り
合
い
ま
し
た
。
以
来
、

文
通
な
ど
で
交
流
を
続
け
た
廣
岡
さ

ん
と
久
子
さ
ん
は
所
帯
を
持
ち
、
長

く
夫
婦
二
人
三
脚
で
理
容
店
を
切
り

盛
り
し
て
い
ま
す
。

店
の
経
営
の
傍
ら
、
廣
岡
さ
ん
は

昭
和

年
か
ら
現
在
ま
で
、
津
別
町

55

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福

祉
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在

期
目
、

年
に
も
及
ぶ
委

13

38

員
活
動
の
中
で
特
に
大
変
だ
っ
た
の

は
、
児
童
部
会
長
を
務
め
て
い
た
平

成

年
に
町
が
実
施
し
た
、
子
ど
も

16
が
い
る
全
て
の
世
帯
が
対
象
の
生
活

実
態
調
査
で
し
た
。
子
育
て
世
代
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
に
向

け
て
、
町
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

方
た
ち
が
協
力
し
て
行
っ
た
調
査
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、
そ
の
後
の
福

祉
事
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
役
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

平
成

年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
、

29

２
月

日
（
金
）
か
ら
３
月

日
（
木
）
ま
で
で

１６

１５

す
。
ま
た
、
所
得
税
の
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、

２
月

日
前
で
も
税
務
担
当
で
申
告
を
受
け
付

１６

け
て
い
ま
す
。

受
付
場
所

役
場
１
階
税
務
担
当
蔚
番
窓
口

受
付
時
間

午
前
９
時
～

時
１２

午
後
１
時
～
５
時

※
な
お
、
受
付
時
間
に
仕
事
等
の
都
合
で
来
ら
れ
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
夜

間
の
受
付
も
対
応
い
た
し
ま
す
（
午
後
８
時
ま
で
）。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
や
お
知
ら
せ
は
が

き
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
申
告
書
用

紙
や
お
知
ら
せ
は
が
き
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、

公
的
年
金

※
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
原
本
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）、

印
鑑
、
国
民
年
金
控
除
証
明
書
、
生
命
保
険
・
地

震
保
険
・
旧
長
期
損
害
保
険
控
除
証
明
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

ま
た
医
療
費
控
除
を
さ
れ
る
方
は
、
医
療
費

控
除
の
明
細
書
に
、
個
人
ご
と
の
病
院
・
薬
局
そ

れ
ぞ
れ
の
合
計
額
を
計
算
し
て
記
入
し
て
く
だ

さ
い
（
※
今
回
申
告
分
よ
り
医
療
費
控
除
に
か
か

る
領
収
書
の
添
付
が
不
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
）。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
金
が
出
る
方
は
、
申
告
者

名
義
の
銀
行
口
座
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.n
ta.g
o.jp

所
得
税
確
定
申
告
は

お
早
め
に

ひろおか ひさよしさん／昭和19年５月、津別町生ま

れ／73歳／豊永在住

さ
ん

廣
岡

壽
幸

理
容
師
と
し
て

年
５８

【478】

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）収納担当（内線 218）



平
成

年
度
の
奨
学
生
を
次
に

30

よ
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

４
月

日（
金
）ま
で

20

奨
学
金
の
額

⃌
高
等
学
校
に
就
学
ま
た
は
在
学

の
方
は
、
１
か
月
１
万
円

⃌
大
学
・
専
門
学
校
に
就
学
ま
た

は
在
学
の
方
は
、
１
か
月
２
万

５
千
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
７
２
）

76

町
内
に
新
規
就
労
す
る
方
に
奨

学
金
返
還
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

臼
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
大
学
、

短
期
大
学
、
専
修
学
校
専
門
課

程
、
高
等
専
門
学
校
（
第
４
学

年
及
び
第
５
学
年
）
に
進
学
し

た
方

渦
津
別
町
に
新
規
就
労
す
る
た
め

に
津
別
町
へ
転
入
し
た
方
又
は

既
に
居
住
し
て
い
て
新
規
就
労

す
る
方

嘘
津
別
町
内
の
事
業
所
を
有
す
る

事
業
主
に
、
平
成

年
４
月
１

３０

日
以
降
に
新
に
正
規
雇
用
さ
れ
、

申
請
年
度
末
ま
で
継
続
し
て
雇

用
さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る
方
（
自

営
の
場
合
も
含
み
ま
す
）

唄
奨
学
金
の
返
還
に
滞
納
が
な
い

方
欝
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

支
援
内
容

奨
学
金
の
返
還
額
（
年
間

万
１２

円
上
限
）
を
最
長

年
間
支
援

１０

い
た
し
ま
す
。

申
請
受
付
期
間

平
成

年
３
月

日（
火
）～

３０

２０

４
月

日（
金
）

２０

詳
し
く
は
津
別
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
役
場
住
民
企
画
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1

76

（
内
線
2
1
5
）

北
見
農
業
試
験
場
な
ど
が
研
究

開
発
し
た
新
品
種
や
新
技
術
を
速

や
か
に
公
表
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
多
く
の
方
々
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
『
平
成
30

年
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
新
技
術
セ
ミ

ナ
ー
』を
開
催
し
ま
す
。

新
品
種
や
新
技
術
の
ほ
か
、
地

域
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
紹
介
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日

時
２
月

日（
火
）

27

午
後
１
時
～
４
時

場

所
北
見
市
端
野
町
公
民
館
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
（
北
見
市
端
野
町
二

区
４
７
１
番
地

）
１１

緯
0
1
5
7
室

室
2
5
1
5

56

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
北
見

農
業
試
験
場

緯
0
1
5
7
室

室
2
2
5
2

47

「電話番号が変わった」「ATMで医療費を還付する」

「必ず儲かる」「名義を貸して欲しい」は詐欺、電話

を受けたらまず相談を

★特殊詐欺の被害に遭わないために

・現金は、現金書留以外では送付できません。

「ゆうパック、レターパック、宅配便で現金を

送って」は詐欺です。

・ATM操作で還付金を受け取ることはありません。

「ATMから携帯で連絡して」は詐欺です。

※「消費料金に関する訴訟最終通告のお知らせ」等

と書かれたハガキが美幌町・津別町で多数郵送さ

れています。これは詐欺です。もしもこのよう

なハガキが来ても、決して記載された連絡先に連

絡することなく、警察に連絡をください。

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

『振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺』の被害防止

積
雪
・
降
雪
が
続
く
時
期
に
車

内
で
発
生
す
る
事
故
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
（
一
酸
化
炭
素
）
中
毒
で
す
。

マ
フ
ラ
ー
（
排
気
管
の
一
部
）
周

辺
を
雪
が
覆
う
こ
と
で
、
排
気
ガ

ス
が
車
外
に
出
ず
、
車
内
に
充
満

し
て
起
こ
る
事
故
で
す
。
Ｃ
Ｏ
は

無
色
・
無
臭
・
無
刺
激
で
あ
る
た

め
、
発
生
に
気
が
付
か
な
い
こ
と

が
多
い
そ
う
で
す
。

中
毒
症
状
は
Ｃ
Ｏ
の
濃
度
と
吸

引
量
に
よ
っ
て
異
な
り
、
軽
度
で

あ
れ
ば
、
軽
い
頭
痛
や
疲
労
感
、

症
状
が
進
む
と
激
し
い
頭
痛
や
め

ま
い
、
耳
鳴
り
、
吐
き
気
な
ど
が

起
こ
り
、
最
終
的
に
は
心
肺
機
能

が
停
止
し
、
死
に
至
り
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
中
毒
を
防
止
す
る
た
め
に
、

マ
フ
ラ
ー
周
辺
の
定
期
的
な
除
雪

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
降

雪
時
に
車
内
に
と
ど
ま
る
際
に
は
、

で
き
る
だ
け
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
に
備

え
て
、
除
雪
用
の
ス
コ
ッ
プ
や
防
寒

着
、
毛
布
な
ど
を
車
内
に
用
意
し
て

お
く
と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
酸
化
炭
素
中
毒
の

危
険
性
と
は
？

住民企画課

住民環境

グループ

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ

津
別
町
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

平
成

年
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

30

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

助
成
金
制
度
に
つ
い
て

覚
え
よ
う
、
津
別
の
ご
当
地
体

操
『
か
る
っ
ち
ゃ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
』
！

参
加
費
は
無
料
で
す
。

日

時

2
月

日
（
木
）

15

午
前

時
～

時

分

10

11

30

会

場

中
央
公
民
館
1
階
講
堂

講

師

石
川
朋
美
さ
ん

（
健
康
運
動
指
導
士
）

持
ち
物

水
分
補
給
用
に
飲
み
物
。

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
締
切

2
月

日
（
火
）

13

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

室
2
1
5
8

76

・
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会

緯

室
1
1
6
1

76
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
皆
で
考
え
る
『
地
域
支
え
合

い
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

２
月
７
日
（
水
）

午
後
６
時
～
８
時

場

所

中
央
公
民
館

内

容

・
津
別
町
に
お
け
る
地
域
住
民
を

主
体
と
し
た
身
近
な
福
祉
相
談

所
の
活
動
報
告

・
湯
浅
誠
さ
ん
（
法
政
大
学
教
授
）

に
よ
る
お
話
と
津
別
町
へ
の

エ
ー
ル

・
ご
来
場
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

共

催

大
阪
市
立
大
学
大
学
院

野
村
研
究
室
／
北
海
道
総
合
研

究
調
査
会
／
津
別
町
／
津
別
町

社
会
福
祉
協
議
会

参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
７
７
）

76

※
入
場
無
料
、
当
日
参
加
も
Ｏ
Ｋ
！

国
税
の
電
子
申
告
を
さ
れ
る
方

の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
は

「
電
子
証
明
書
」
が
記
録
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期

間
は
、
発
行
の
日
か
ら
３
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
で
「
電
子
証
明
書
」
を
記

録
し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

お
渡
し
し
た
と
き
の
「
電
子
証
明

書
の
写
し
」
に
、
有
効
期
間
満
了

日
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
電
子
証
明
書
」
の
有
効
期
間
が

過
ぎ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で

は
、
電
子
申
告
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
引
き
続
き
、
電
子
申
告
を
行
う

た
め
に
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

の
取
得
が
必
要
で
す
。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
は
、

カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期
間
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
更
新
手
続
き
先

保
健
福
祉
課
戸
籍
年
金
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
２
、
２
２
３
）

月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

12

12

健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

武
田

梓
馬
く
ん
（
共
和
）

あ
ず
ま

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76
（
内
線
2
3
1
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す

国
税
の
電
子
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

２月は「介護保険料」第５期、「国民
健康保険税」「後期高齢者医療
保険料」第９期の納付月です
納付期ࡠは２月２8඾（କ）です

※口座振替をご利用の方は、引落口座の残高

のご確認をお願いいたします。

問い合わせ先 住民企画課税務収納グループ

緯76－２１５１（内線218、２２０、２２１）

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
に
ご
注
意
!!

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最

終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
ハ

ガ
キ
が
法
務
省
管
轄
支
局
か
ら

届
い
た
。
訴
訟
取
り
下
げ
期
日

が
２
日
後
に
迫
っ
て
い
て
、

連
絡
し
な
け
れ
ば
裁
判
に
な

る
よ
う
だ
。

身
に
覚
え
は
な
い
が
、
記

載
さ
れ
て
い
る
番
号
に
電
話

を
か
け
確
認
し
た
方
が
良
い

の
だ
ろ
う
か
。

公
的
機
関
と
勘
違
い
さ
せ
る

名
称
で
、
不
特
定
多
数
の
人
に
架

空
請
求
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い

ま
す
。「
最
終
告
知
」
と
称
し
裁

判
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
言
葉
で

不
安
を
あ
お
り
、
連
絡
さ
せ
る
の

が
目
的
で
す
。

電
話
を
か
け
て
し
ま
う
と
、
料

金
未
納
で
あ
る
と
思
わ
せ
言
葉

巧
み
に
支
払
い
を
求
め
ら
れ

た
り
、
今
後
心
当
た
り
の
な

い
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に

は
応
じ
ず
、
こ
ち
ら
か
ら
は

絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
無
視

し
ま
し
ょ
う
。

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６
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月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A Q

平
成

年
度
介
護
予
防
講
演
会

29

か
る
っ
ち
ゃ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
講
座

地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
８

つ
べ
つ
開
催

in

北見簡易裁判所主催の調停等手続説明

会が、美幌町で次の日程により開催され

ます。本説明会は予約制となっておりま

すので、参加希望者は説明会の１週間前、

午後５時までに電話予約をして下さい。

場 所 美幌町役場 庁舎相談室

（美幌町字東２条北２丁目２５番地）

時 間 午後１時から３時まで

（電話予約時に指定されます）

予 約 実施予定日の１週間前までに

北見簡易裁判所に電話で予約

緯0157－24－8431（内線211）



詳 細 自衛隊帯広地方協力本部北見地域事務所 緯0157－23－6826
募集コールセンター（受付時間：12時～20時）

フリーダイヤル 錆0120－063－792 ナビダイヤル 緯0570－045－818（携帯電話）

《平成 29・30年度自衛官等募集》
試 験 期 日 (1次 )受 付 期 間応 募 資 格募 集 種 目

2月17日（土）美幌・釧路
2月18日（日）帯広

年間を通じて
行っています。

18歳以上27歳未満自衛官候補生（男子）

4月14日（土）～18日（水）
の内1日 帯広・美幌・釧路1月9日（火）

～4月6日（金）

18歳以上34歳未満一般

予備自衛官補
4月14日（土）～18日（水）
の内1日 帯広・美幌・釧路

18歳以上で国家免許資格等を有す
る者（資格により53歳～55歳未満）

技能

5月12日（土）・13日（日）
帯広・美幌・釧路3月1日（木）

～5月1日（火）

22歳以上26歳未満（20歳以上22歳
未満は大卒〔見込含〕、修士課程修了
者等〔見込含〕は28歳未満）

一般
幹部候補生

5月12日（土）帯広
専門の大卒〔見込含〕20歳以上30歳
未満（薬剤は20歳以上28歳未満）

歯科
薬剤師

○
活
動
の
内
容
は
？

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模
災
害

時
の
救
助
・
救
出
等
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
平
常
時
は
各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
公
の
機
関
で
、
消
防
署
と
連
携
し
て

活
動
し
ま
す
。

○
消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。

○
入
団
資
格
は
？

・
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
人

・
年
齢

歳
以
上
の
心
身
と
も
に

18

健
康
な
人

○
ま
ず
は
お
電
話
を
！

津
別
消
防
署

緯

室
２
１
８
９

７６

※
知
り
合
い
に
消
防
団
員
が
い
れ

ば
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

津
別
消
防
団
で
は
、
消
防

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

津
別
で
暮
ら
す
あ
な
た

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
防
災
の

担
い
手
と
し
て
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

消
防
団
員
募
集

ೋ༆಴୒ාڰ൲ίυΐͿ·Πȸ˽̊̀ȹڰ൲༭࣬ ŏŰį̝
年間通して町内の青年たちが集い、話し合い、交流し、いろんな活動を展開しています

問い合わせ先

中央公民館社会教育グループ 緯76－2713

＊出張サンタ＆成人式お祝い
今年もサンタさんとまる太くんが、クリスマスプレゼントを届けに町内を巡り

ました辞 １２月１６日は児童デイサービス「すきっぷ」さんへ、１２月２３日から

２５日は各ご家庭へサプライズ訪問辞 訪問先でたくさんの笑顔を見られて、メ

ンバーの励みになりました！

１月７日の成人式では、メンバーで新成人の皆さんをお祝いしてきました辞

ａｎｄお手製の小道具を添えて、記念にチェキで写真をパチリ。撮った写真は皆

さんにプレゼントし、大いに盛り上がりました！ 〈担当：小林〉

Facebookを

チェック
新メンバー
募集中！

「人権」とは、人間が人間らしく生きる権利であり、生まれな

がら持っている権利のことを言います。こども、高齢者、障が

い者、外国人などいろいろな場面で人権を守ることが必要です。

いじめ・生命の大切さ・思いやりなど人権を尊重し、守るこ

とをアピールする標語を中学生から募集しました。

ɡ最優秀賞

『思いやり 世界の笑顔 作る種』

福井真那さん（２Ａ）

ɡ優 秀 賞

『その瞳 あなたに伝える ＳＯＳ』

田島綾夏さん（２Ａ）

ɡ入 選

『見て見ぬふり 気づかぬふりも 共犯者』

菊池凪紗さん（３Ａ）

『ありがとう やさしい気持ちを もてる子に』

若木優人さん（３Ｂ）

『消しゴムで消せないからこそ考えよう 言葉の重さと責任を』

山本 怜さん（２Ａ）

『そばにいる たった一言 友救う』

藤井典子さん（２Ａ）

問い合わせ先 住民企画課住民環境グループ 緯76－2151（内線216）

※渦嘘の割引額は、平成２9年度の額です。
平成30年度の割引額は未定です。

※また､6カ月分前納は上期（4～9月分）

下 期（10～翌年3月分）となります。

口座振替・クレジットカードの前納には、事前
の申し込みが必要です。
なお「１・2年分前納」と「上期６カ月分前納

（４～９月分）」の申し込み期日は２月末です！

＝前納のお申し込み・問い合わせ先＝

北見年金事務所 国民年金課

緯０１５７－２５－９６３５

国民年金保険料は、お支払い方法に

よって割引きがあるのをご存知ですか。

割引額前納区分
15,640円２年分前納
4,150円１年分前納
1,120円６カ月分前納

早割・前納でおトクな割引を

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
落
ち
る
こ
と
で
、
歩
行
者
が

ケ
ガ
な
ど
を
し
な
い
よ
う
次
の
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
気

温
の
高
い
日
は
、
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
、
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
道
路
に
落
ち
る
構
造
の
建
物
に
は
、

事
故
を
防
ぐ
た
め
丈
夫
な
滑
り
止
め
な
ど
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

２
、
雪
の
滑
り
止
め
が
あ
っ
て
も
、
強
さ
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
針
金
な
ど

が
さ
び
つ
い
た
り
し
て
落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
点
検
し
て
、
悪

い
と
こ
ろ
は
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
は
、
気
温
が
急
に
上
昇
し
た
と
き
、
特

に
マ
イ
ナ
ス
３
度
か
ら
プ
ラ
ス
３
度
位
に
な
っ
た
と
き
に
落
ち
や
す
く

な
り
ま
す
。
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
供
た
ち
に
注
意
を
す
る
と
共
に
、

早
め
に
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

４
、
突
出
看
板
な
ど
か
ら
の
落
氷
雪
は
、
少
し
で
も
危
険
で
す
。
付
着
し
た

雪
や
氷
は
、
こ
ま
め
に
取
り
除
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

５
、
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
支
障
と

な
り
ま
す
の
で
、
屋
根
な
ど
の
敷

地
内
の
雪
は
絶
対
に
道
路
へ
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

６
、
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋

根
か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

７
、
軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に
子

供
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
車
両
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
５
１
）
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韻口座振替で前納された場合
人権イメージキャラクター

人KENまもる君

割引額前納区分
14,400円２年分前納
3,510円１年分前納
800円６カ月分前納

陰毎月（早割）だと50円の割引額に！
（納付期限よりも１カ月早く口座振替）

隠納付書又はクレジットカードで前納さ
れた場合


